
研究計画名：機械学習駆動型イメージングフローサイトメトリーを用いた新規細胞検出装置の研究 

 

京都大学病院を受診される患者さんへ 
 

機械学習駆動型イメージングフローサイトメトリーを用いた新規細胞検出装置の 

研究について 

 

現在、骨髄造血器疾患の診断や治療効果は、骨髄血や末梢血を顕微鏡で観察することに

よる形態学的な判定と、細胞表面マーカー検査や遺伝子・染色体検査による細胞学的・遺

伝学的な評価により行われています。しかし、これらの検査は、かなりの熟練を必要とし、

工程が煩雑なうえに高コストであり、さらに専用の分析装置が必要なため、限られた施設

でのみでしか検査を行うことが出来ません。そのため、低コストで迅速・簡便に白血病細

胞が検出できる装置の開発が求められています。 

今回の研究においては、高価な試薬を使用せず短時間に細胞検出可能である新技術を用

いた機械学習駆動型イメージングフローサイトメトリー装置の有用性を評価します。 

検討には、2018 年 5 月 21 日から 2 年間に検査部に血液検査を依頼された血液の残りを

用います。したがって、新たに採血や治療を行うことはありません。また、用いる血液は

匿名化しますので、結果に対して個人情報が関係することはなく、個人が特定されるよう

な情報を一切公開することもありません。研究には、患者さんから採血した血液検体の残

りを使用しますが、本研究以外の他の研究には使用しません。患者さんのプライバシーは

十分に尊重されます。ご自身のデ－タの取り扱いについてお尋ねになりたいことがござい

ましたら、下記までご連絡ください。ご協力のほどよろしくお願いします。  

（＊）上記につき、京都大学医の倫理委員会の承認を受けています。本研究は、シンク

サイト株式会社との共同研究契約に基づき、シンクサイト株式会社より本研究に係る研究

費の提供を受けて実施しますが、資金提供者の意向が研究に影響することはありません。

また、利益相反については、「京都大学利益相反ポリシー」「京都大学利益相反マネジメン

ト規程」に従い、「京都大学臨床研究利益相反審査委員会」において適切に審査・管理して

います。検討の一部分をシンクサイト株式会社にて実施します。この研究結果に対して利

益供与は発生いたしません。 
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